






       Since its founding in 1882 by Jigoro Kano, Judo has spread and evolved until today.
     In this study, the comparison of before and after the IJF rules revision regulations were 
revised in 2009. We examined whether the contents of the competition was along the intention 
of the amendment provision referee.
     The tightening of point penalty, penalty and the number of points the total number 
attacking techniques showed a tendency to increase. However, the number of golden score 
against the wishes of the IJF, showed a tendency to increase.
     I guessed was IJF rules revision this was considered the purpose of regaining traditional 
judo and streamlining of the tournament. However, from the fact that came out even further 
object, so it was a carry to be changed again. 
































































































































































全試合数 総施技数 総取得ポイント数 試合中断回数 GS数 反則ポイント数
全体群 293 3690 445 3060 24 141
軽量群 151 2160 234 1571 11 51
重量群 142 1530 211 1489 13 90
階級群
2009年
全試合数 総施技数 総取得ポイント数 試合中断回数 GS数 反則ポイント数
全体群 183 2748 255 1899 17 230
軽量群 92 1706 124 1074 12 109
重量群 91 1042 131 825 5 121
表3．両大会における取得ポイント内容の比較
階級群 2008年 2009年 検定値
全体群
一本 141 一本　 88 0.2229
技あり 94 技あり 80 0.0017**
有効 118 有効 87 0.0182*
効果 92 効果
総数 445 総数 255
軽量群
一本 79 一本 42 0.4916
技あり 42 技あり 43 0.0004***
有効 61 有効 39 0.1438
効果 52 効果
総数 234 総数 124
重量群
一本 62 一本 46 0.136
技あり 52 技あり 37 0.2325
有効 57 有効 48 0.0321*
効果 40 効果
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うな、柔道の本質から遠ざかった戦術が編み出された。これらの戦術を最大限に活用
するために、技術が利用されるようになってしまったことで、勝利至上主義が誤った
形で世界に浸透したといえる。これら現状からの脱却のために改正が試みられた。
「一本を追求する」という部分では、「一本」の取得率に有意性は認められなかったた
め、目的は達成されているとは言い難い。しかしながら、過去の報告では、技術・戦
術において施技する技や組み手状態の変化では、釣り手・引き手ともに「充分」な状態
で施技をすることでポイント取得した結果が数多くみられるようになった14）、という
報告もある。このことから、「一本」を獲得するポイント取得率において、他の大会で
は改善傾向がみられるであろうと期待が持てる結果となった。
重量群の内容については、対象とした大会では、改正の意図に沿ったものであった。
しかしながら、本研究以後の大会では、IJFの目的とは大きく一致しないことがあっ
たため、再びIJF審判規定の改正につながったのではないかと推察する。
今後の課題については、IJF審判規定改正前後の「固技」についての攻撃様式や影響
に関する研究や、本研究以後も度々改正されているIJF審判規定が及ぼす影響につい
ての詳細な研究、さらには、複数大会を比較・検討する必要があると考えた。
Ⅴ．まとめ
本研究では、2009年に改正されたIJF審判規定による大会内容の変化と主たる目的
である「伝統的な柔道と一本を追及する」についての検討と分析を行った。
大会内容については、スリム化を図ろうとしたものの全体的には試合中断数やGS数
は増加傾向がみられたために、改正の目的は現状においては果たせなかったと考え
た。
また、投技による取得ポイントについては重量群では改正の意図に沿ったもので
あったと推察するが、全体的な増加は有意に認められなかったことなどから2010年に
再度IJF審判規定が改正されたものと推察する。
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